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山のウルシはあちらこちらで色づき始めました。山はみんなの来るのを待っています。
今年の紅葉は大いに期待できると楽しみにしております。
✾木の実を拾う会&手作り教室✾
今年もどんぐり拾いに出かけましょう。午前中は蔵王の紅葉を楽しみながら、コナラやミズナラのどんぐりを拾います。発芽した苗を畑で育て、大きくなったらナショナルトラスト地に植樹します。

午後は、今年初めての試みとして、丸太小屋周辺で集めた木の枝、小枝、木の実や葉っぱなどを使って、親子で工作します。
紅葉の蔵王の森で、ゆっくり楽しみませんか。
日　　時　　１０月１６日（日）午前１０時～午後２時30分
場　　所　　蔵王のブナと水守る会　丸太小屋周辺

集　　合　　９時30分　　　白石市役所駐車場　（場所のわからない方）

10時　　　　　作業小屋（丸太小屋）　（自力で来られる方）
参加費　　　中学生以上　　 500円　(保険料込み)　

　　　　　　  小学生以下　　 100円　(保険料込み)　

持ち物　　　昼食、飲み物、雨具、軍手、長靴

· 雨天決行。森を散策できる服装で参加してください。

· 車の準備及び保険に加入しますので、申込み時には、氏名・年齢・住所・

電話番号・集合場所・交通手段の明記お願いします。

· 申込み締切は、10月9日（日）厳守

　

申込先　　　特定非営利活動法人　蔵王のブナと水を守る会　事務局
FAX：　　　0224-25-3820（ 聞き違いを防ぐためFAXで )

　　　　　　　ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：　http://www.zao.org （参加申込書）
　　　　　　　E-mail：　　mail@zao.org
下刈り作業中の動物白書
仲村　得喜秀

　今年の夏も暑くなりそうです。夏といえば植林地の下刈り作業です。白石市との共有地でも７月に入ってから始めています。ある日、大西さんと工藤さんと私で作業をしていると、地面に大きな穴が３つ、他にも小さな穴があちこちにあいていました。それはいかにも植林を掘った跡のように見えました。「誰だべ、こういう事したの」。「ひどいな～」。最初は植林木のブナでも掘られたのかと思い、みんなで怒っていたのですが、よく見ると、どうも人が掘った穴ではないようでした。スコップなどの跡もないし、人が踏んだ足跡もありませんでした。

そうすると考えられるのは熊しかいません。深さ３０㎝以上巾１ｍぐらいの穴です。他にも腐木や大きな石を起こしていますが、これはアリを食べているのだと思います。桑の木の枝を折って桑の実も食べています。もちろん桑の木にはツメ跡がついているので、誰でも見る事はできます。熊が歩いた跡は、草が巾広く倒れているのですぐわかります。今年も植林地内を活発に歩き回っています。

　問題の大きな穴ですが、何のために掘ったのかは良くわかりません。土の中にアリの巣でもあって、それを掘ったのでしょうか。キツネが掘ったと思われる穴も２ヶ所ありました。またウグイスと思われる巣も今の所２つ見つけています。いずれも卵が４～５個入っていましたが、下刈りで周りを刈り払われると、親鳥は戻ってきませんでした。下刈り作業中、足元から大きな鳥が飛び立っていきました。そこには、地面に１２個の卵がありました。私はヤマドリと思っていたのですが、キジとヤマドリの雌はよく似ているので、見た目ではよくわかりません。森山さんにキジではないかと言われ、図鑑を見てみました。決め手は卵の数でした。ヤマドリは１０個までで、キジは１２個までという事でキジという事になりました。このキジは周囲を刈り払われても、この卵を見捨てる事なく、炎天下でも、強烈な雷雨の時も、たぶん何も食べないで、毎日卵を暖め続けました。そして７月１５日巣の中は空になっていました。ヒナがかえり親鳥と共にどこかに移動したのだと思います。道路のすぐそばだったので、さぞかし気疲れした事と思います。

　他にも草刈機で切ってしまいそうになった生物もいます。一番危なかったのは特大のガマガエルです。草が動いているので、何かが逃げているのはわかるのですが、草刈の方向と同じ方向に逃げていくので、足で追い出して姿を見せるまでは、何なのかよくわかりませんでした。姿を現したのは、今まで見た中では最大のガマガエルでした。手足を伸ばしたら、３０㎝近い大物でした。ガマガエルとしては、大急ぎで逃げたつもりでしょうが、何ともノロマなその姿に思わず笑ってしまいました。これは毎年の事ですが、ウサギの子供も刈払っている時、その先に表れます。ガマガエルよりは逃げ足は早いので切ってしまう心配はありません。数匹出てきますが、何とも言えないくらいかわいらしいです。つかまえる気になればかんたんにつかまえられます。何年も前の事になりますが、子供のウサギをつかまえた時、毛を強く引っ張った事があります。その時、皮も一緒にむけてしまって、今でも忘れられない思い出となっています。子供のウサギの皮があんなにもデリケートだとは知りませんでした。そのまま逃がしたのですが、どうなったのでしょうか。

　しかし、植林地にとって、ウサギはにっくき敵です。イタヤカエデ、サクラ類、ヤマボウシは皮を食べられ、ブナやミズナラ、ケヤキなどは、新芽を食べられ、被害ははかり知りません。ウサギにとっては、いい餌場なのでしょうが・・・・。

下刈りをしていると、動物や木や草とお話ができるようになります。もちろん返事は帰ってはきません。一人で仕事をしててもけっこう楽しくやれるのです。クソ暑くても疲れていても、話しかける事で楽になります。

下刈りはまだまだ続きます。

自然の営み　(グリーンレンジャー学習テキスト)　第３回

仲村　得喜秀

森　林

　日本の国土の６７％が森林です｡世界的に見ても非常に森林の多い国といえるでしょう｡これは地形が急峻で人間の開発を或る程度拒んできたことと、森林を形成するのに適した気候、山岳や森林に宗教的畏れを持っていたことなどが考えられます｡森林はたくさんの動物・植物の生活の舞台です。食物連鎖も物質循環も森林において顕著に行われます。森林には様々なタイプがありますが、ここでは３つに分けて解説します。人間社会との関りで見るとまず、川を挟んで集落が発達してきましたが、そこで生活する人々のエネルギー源になったのが、里山雑木林といわれているナラやクヌギの林です。そして集落からごく近いところ、つまり運搬できる範囲内ということになりますが、そこには建築物等に利用するために、松、杉、ヒノキ等の人工林を作り上げました。最後は、人里はなれた山奥、ここはうっそうとした原生林に覆われていたのです。次にこの２つの森について具体的に触れてみたいと思います。

1． 里山雑木林

かつて人のあまり多くなかった時代、この森は集落からごく近い一帯に広がっていました．昔話の桃太郎のおじいさんが山へ柴刈りに出かけた山がこの里山雑木林ではなかったかと思います。この森は主にナラやクヌギを主体としていて、落葉広葉樹ではありますが、原生林ではありません｡人々は薪や木炭をこの森に求めました。人々はこの森と非常に仲良く暮らしていました。２０年前後で伐採を繰り返し、再生してきた森です。伐採を行わないで放置するといずれ潜在植生であるモミやブナ、シイ、カシなどの森に遷移してしまいます。人々が利用するのに最も適した太さになる２０年前後で伐採すると、その切り株から萌芽といって新しい芽が伸びてきます。地上部分は切られても、根は生きていますので森の再生が速やかに行われるのです。このように人が伐採し管理してやることで利用価値の高い森が維持されるのです｡人と森がお互いに調和し合っていた所、それが里山雑木林だったのです。しかし、昭和３０年代以降、いわゆる高度成長の中でエネルギーが石油に変わり、定期的伐採がされなくなり荒れ放題の雑木林になったり、一方では利用価値が無くなった森は宅地開発などによって次々と姿を消してしまいました。私たちにもっとも身近な自然、里山雑木林が消滅し、カブト虫はデパートで買うものと思い込んでいる子供が出てきました。

2． 人工林

この森は主に人が建築材等を得るために作り出したもので主として針葉樹が植林されています．人がこのように林業というかたちで森作りを始めた要因は、山の中に自然木としての良木が少なくなってきたことによるものと思われます。いつ頃からきちんとした林業が行われていたのか詳しい事は分かりませんが、京都の北山台杉は６００年前、室町時代の中頃から作られていたと言われています。日本の三大美林と呼ばれた秋田杉、木曾ヒノキ、青森ヒバはいずれも、もともとそこにあった森を藩が育成したものと言われていますから、半分は人口林的要素もあったようです。宮城県の人工林は全森林の約４７％を占めており、大半はスギで、マツ類、カラマツ、ヒノキと続いています。しかし現在行われている針葉樹のみの造林は必ずしも理想的とは言えません．針葉樹のみ同じ場所で何代にも渡って造林していると、土壌が次第に悪化し樹木の生長が悪くなると言われています。だから地力の回復のためには時々、落葉広葉樹林に切り替えてやる必要があると思われます．そして理想的には針葉樹と落葉樹の混合林を作り、双方の需要に合った造林計画が必要と思われます。日本の林業は現在木材価格の低迷から赤字産業として不振を極めています。

(文責：森)











ナショナルトラスト基金報告


　　　皆様には、ナショナルトラスト基金をお寄せいただき誠にありがと


　　うございました。


２０１１年１月～７月末までの累計は、以下の通りです。


森作りのため今後ともご支援をよろしくお願いいたします。





２０１１年度件数　　　　　　　37件　(2011年1月～7月末)


２０１１年度金額　　　  215，000円　(2011年1月～7月末)











